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沢
水
田
遺
跡
は
仙
台
市
南
西
部
の
富
沢
地
区
に
位
置
す
る
。
面
積
約
八
二

万
ポ
を
有
し
、
標
高
九
ｉ

一
〇
ｍ
程
で
、
微
高
地
に
は
泉
崎
浦

・
山
口
遺
跡
等

の
集
落
跡
が
み
ら
れ
る
。　
一
九

八

一
年
の
山
口
遺
跡
の
調
査
で

平
安
時
代
の
水
田
跡
が
検
出
さ

れ
た
の
が
契
機
と
な
り
、
そ
の

後
の
調
査
で
方
生
時
代

。
中
世

の
水
田
跡
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

一
九
八
五
年
、
当
遺
跡
を
横
断
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設
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伴
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発
掘
調
査
が
実
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さ
れ
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弥
生
時
代
か
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に
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た
る
水
田
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続
的
に
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出
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す
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器
群
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検
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い
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長
方
形
の
針
葉
樹
柾
目
材
で
、
上
端
は
山
形
に
整
形
さ
れ
て
い
る
が
、
下
端

は
欠
損
し
て
お
り
原
形
は
不
明
で
あ
る
。
表
裏
両
面
共
に
風
化
が
激
し
く
、
木

目
が
浮
き
出
て
い
る
。
墨
痕
は
、
片
面
に
五
文
字
分
確
認
で
き
る
が
、
他
面
に

は
確
認
で
き
な
い
。
上
か
ら
五
文
字
目
の
部
分
で
欠
損
し
て
お
り
、
墨
痕
は
上

部
に
行
く
に
つ
れ
て
次
第
に
薄
く
な
る
。
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読
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、
墨
が
木
目
に
沿
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て
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ん
で
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に
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難
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あ
る
。
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